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超伝導転移温度 Tc=26K を持つ LaFeAsO1-xFxが今年始めに発見されて以来、鉄ニクタイ

ド超伝導体に大きな注目が集まり、国内外で精力的な研究が展開されている[1]。より高い
Tc の新物質探索が急ピッチで進む一方で、超伝導発現機構についても盛んな議論が行われ

ており、超伝導に関わる電子状態を高精度に決定する事が機構解明に向けての急務となっ

ている。鉄ニクタイドのフェルミ準位近傍のバンド構造は 5つの Fe3d軌道が混成した複雑
な構造を持っている事から、各バンド(軌道)を分離した上で超伝導に関わる電子状態を決
定できる角度分解光電子分光実験の重要性は高い。現在、我々はホールドープ型の鉄ニク

タイド Ba1-xKxFe2As2について高分解能角度分解光電子分光実験を行い、超伝導に関わるフ

ェルミ準位微細電子構造の運動量・温度・軌道・ドープ依存性について、系統的実験を進

めている。本講演では超伝導ギャップや kink構造等の最近の実験結果について報告を行う。 
図 1に Ba1-xKxFe2As2 (x=0.4最適ドープ, Tc =37 K)の各フェルミ面における超伝導ギャッ

プの波数依存性を示す[2]。(a)-(c)は、超伝導状態において、Γ 点中心のホール面 α,β と M
点中心の電子面γの各フェルミ波数上(図 1(d))で測定した光電子スペクトルを対称化したも
ので、全てのフェルミ波数において

明確な超伝導ギャップが観測され

ている事が分かる。各フェルミ面内

では、超伝導ギャップに明確な波数

依存性は認められないが(図 1(e))、
一方で、異なる軌道(フェルミ面)間
においては、ギャップサイズは大き

く異なる(α,γ:12meV, β:6 meV)。以上
の結果は、α面と γ面を繋ぐ磁気的

(π,0)散乱がクーパ対形成に重要な
役割を担う事を示唆している。 
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図 1 (a), (b), (c) Ba0.6K0.4Fe2As2 (Tc=37 K)の各フェルミ面 α,β,γ
の超伝導ギャプの波数依存性. ブリリアンゾーン中の測定
位置を(d)に示す. (e)各フェルミ面の超伝導ギャップサイズ
の Fermi surface angle (θ)プロット 


